
今
年
は
国
連
で
定
め
る
「
生
物
多

様
性
年
」
で
す
。
10
月
に
は
名
古
屋

に
お
い
て
「
国
連
地
球
生
き
も
の
会

議
」
（
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
開
か
れ
、

生
物
遺
伝
資
源
の
利
益
配
分
ル
ー
ル

な
ど
を
定
め
た
「
名
古
屋
議
定
書
」

が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
ほ
か
、

各
メ
デ
ィ
ア
で

も
「
生
物
多
様

性
」
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な

中
、
九
州
森
林

管
理
局
で
は
、

こ
れ
ま
で
一
般

に
あ
ま
り
馴
染

み
が
な
か
っ
た
、

し

か

し

実

は

「
地
球
温
暖
化
」

と
同
様
、
私
た

ち
の
生
活
に
大

き
な
関
わ
り
が

あ
る
「
生
物
多

様
性
」
と
「
生

物
多
様
性
の
保

全
に
果
た
す
森

林
の
役
割
」
な

ど
に
つ
い
て
、

よ
り
多
く
の
方
々

に
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、

国
際
生
物
多
様
性

年

記

念

と

し

て

「
地
球
生
き
も
の

会
議
」
開
催
直
前

の
平
成
22
年
10
月

17
日
、
熊
本
市
の
レ
ン
ガ
ヒ
ル
・
熊

本
に
お
い
て
、
「
森
林
の
恵
み
と
直

面
す
る
危
機
」
～
生
物
多
様
性
の
保

全
と
森
林
の
役
割
～
を
テ
ー
マ
に
第

３
回
目
の
九
州
森
林
・
林
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
九
州
大
学
大
学
院

理
学
研
究
院
の
矢
原
徹
一
教
授
が

「
地
球
の
生
き
物
を
な
ぜ
守
る
の
か
」

と
題
し
て
、
世
界
お
よ
び
日
本
に
お

け
る
生
物
多
様
性
の
現
状
と
そ
の
価

値
、
生
物
多
様
性
の
危
機
を
も
た
ら

す
元
凶
、
私
た
ち
が
生
物
多
様
性
を

ど
の
よ
う
に
利
用
し
、
失
っ
て
き
た

か
と
い
っ
た
生
物
多
様
性
と
人
間
と

の
関
わ
り
、
生
物
多
様
性
を
保
全
し
、

自
然
と
共
生
し
て
い
く
た
め
に
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
た
、
大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館
の

佐
久
間
大
輔
学
芸
員
が
「
里
山
や
草

地
が
担
う
も
の
」
～
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
と
生
物
多
様
性
の
保
全
～

と
題
し
、
里
山
と
人
間
と
の
関
わ
り

の
歴
史
や
現
状
、
里
山
が
活
用
さ
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
よ
る

生
物
多
様
性
へ
の
影
響
や
こ
れ
か
ら

の
里
山
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
九
州
森
林
管
理
局
の

宮
城
勇
朗
計
画
部
長
が
「
九
州
の
森

林
、
危
機
と
対
応
」
と
題
し
て
九
州
・

沖
縄
の
森
林
に
お
け
る
生
物
多
様
性

の
現
状
と
こ
れ
を
脅
か
す
危
機
の
現

状
や
生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た

九
州
森
林
管
理
局
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
一
般
市
民
や
行
政

関
係
者
な
ど
約
１
３
０
人
の
参
加
が

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
生
物
多
様

性
と
私
た
ち
の
生
活
と
の
関
わ
り
や

そ
の
重
要
性
が
よ
く
理
解
で
き
た
。

林
業
と
生
物
多
様
性
の
両
立
が
必
要
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）
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九州森林・林業セミナーで講演に聴き入る参加者

講演後意見交換会で意見を述べる参加者



【
大
分
森
林
管
理
署
】
「
く
じ
ゅ

う
の
自
然
に
感
謝
す
る
日
」
活
動
の

一
環
と
し
て
、
久
住
山
国
有
林
の
扇
ヶ

鼻
に
お
い
て
、
関
係
機
関
、
地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
総
勢
26
人
で
、

登
山
道
外
へ
の
立
入
り
規
制
ロ
ー
プ

柵
を
設
置
し
ま
し
た
。
扇
ヶ
鼻
に
は

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
群
生
し
て
お
り
、

多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
登
山
道
以
外
へ
の
立
入
に
よ

る
踏
付
け
や
接
触
に
よ
り
、
ミ
ヤ
マ

キ
リ
シ
マ
の
被
害
が
多
く
見
受
け
ら

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
防
止
し
、
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
を
復
活
さ
せ
る
目
的

で
実
施
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
関
係
者
が
協
力
し
、
高
山
植
物
の

保
護
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
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昨
年
の
５
月
号
よ
り
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
す
「
自
署
の
名
山
」
も
２
巡

目
と
な
り
、
初
回
は
太
宰
府
管
内
の

若
杉
山
か
ら
宝
満
山
が
紹
介
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
回
は
福
岡
署
２
番

バ
ッ
タ
ー
と
し
て
「
皿
倉
山
」
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
九
州
市
１
０
０
万
都
市
の
、
ど

真
ん
中
に
聳
え
立
つ
の
が
標
高
６
２

２
㍍
の
皿
倉
山
で
す
。
完
成
間
近
の

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
高

さ
で
、
山
頂
に
は
本
州
と
九
州
を
繋

ぐ
電
波
最
先
端
個
所
と
し
て
、
昭
和

30
年
代
か
ら
各
通
信
社
に
よ
り
受
発

信
基
地
と
し
て
の
施
設
が
林
立
さ
れ
、

今
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
立

地
的
・
歴
史
的
環

境
の
中
、
北
九
州

重
工
業
地
帯
と
し

て
の
都
市
構
造
が

も
た
ら
す
山
麓
地

帯
の
発
展
に
伴
い
、

取
り
巻
く
森
林
地

帯
の
い
ち
早
い
保

安
林
指
定
、
北
九

州
自
然
休
養
林
、

北
九
州
国
定
公
園

特
別
地
域
、
鳥
獣

保
護
地
区
な
ど
、

地
域
住
民
の
生
命

財
産
を
守
る
為
の

森
林
政
策
が
求
め

ら
れ
、
そ
の
使
命

を
果
た
す
べ
く
、

公
益
的
機
能
を
重

視
し
た
森
林
施
業

お
よ
び
都
市
近
郊

林
と
し
て
の
森
林

空
間
の
利
活
用
に
機
能
を
発
揮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

登
山
・
山
頂
観
光
・
植
生
探
索
の

他
に
キ
ャ
ン
プ
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
な

ど
訪
問
者
の
目
的
は
多
種
多
様
で
、

頂
上
へ
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
ス
ロ
ー

プ
カ
ー
に
よ
る
登
頂
、
ま
た
近
在
す

る
権
現
山
・
帆
柱
山
・
花
尾
山
等
と

連
携
す
る
登
山
遊
歩
道
に
よ
る
多
彩

な
登
山
コ
ー
ス
で
の
登
頂
が
で
き
ま

す
。
山
頂
か
ら
の
眺
望
は
３
６
０
度

の
広
が
り
が
訪
れ
る
人
に
感
動
を
呼

び
起
こ
し
、
１
０
０
億
ド
ル
の
夜
景

は
新
日
本
三
大
夜
景
に
選
ば
れ
て
い

る
ほ
ど
で
す
。

山
ガ
ー
ル
・
山
ボ
ー
イ
の
皆
さ
ん
、

皿
倉
山
か
ら
直
線
で
南
南
東
約
12
㌔

の
方
向
に
標
高
９
０
２
㍍
の
福
智
山

も
あ
り
九
州
自
然
歩
道
で
縦
走
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。
一
度
は
来
て
登

ら
ん
と
い
か
ん
ば
い
！

福
岡
森
林
管
理
署

直
方
森
林
事
務
所

首
席
森
林
官

坂
梨

哲
章

（上）皿倉山山頂から眺望する北九州市街地

立ち入り規制柵を設置する関係者＝大分

8合目付近の皿倉山平

（下）権現山より皿倉山頂を望む



宮
崎
森
林
管
理
署
都
城
支
署
管
内

の
都
城
市
お
よ
び
え
び
の
市
に
お
い

て
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
都
城
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
開
催
。
九
州
各
地
か
ら
27

人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
。
午

前
中
は
西
岳
森
林
事
務
所
管
内
の
国

有
林
に
お
い
て
、
シ
カ
被
害
地
と
シ

カ
対
策
状
況
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
シ
カ
ネ
ッ
ト
の
設
置
の

状
況
や
、
シ
カ
の
忌
避
植
物
で
あ
る

マ
ツ
カ
ゼ
ソ
ウ
の
繁
茂
状
況
、
ま
た

ヒ
ノ
キ
林
の
皮
剥
ぎ
被
害
な
ど
を
熱

心
に
見
学
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
え
び
の
高
原
に
移
動

し
、
ノ
カ
イ
ド
ウ
の
保
護
柵
設
置
個

所
を
視
察
し
ま
し
た
。
野
生
鳥
獣
で

あ
る
シ
カ
が
人
慣
れ
し
、
当
然
の
よ

う
に
周
辺
を
行
き
来
し
て
い
る
状
況

を
み
て
、
参
加
者
は
驚
き
の
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
笠
松
式
く

く
り
罠
の
説
明
と
実
演
に
は
興
味
津
々

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

全
体
と
し
て
、
シ
カ
の
生
態
や
被

害
状
況
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
、
シ
カ
の

問
題
に
対
す
る

参
加
者
の
関
心

の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
ま
た
「
民
有
林
で
は

シ
カ
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
ま
で
造
林

を
行
う
よ
う
な
お
金
は
な
い
」
な
ど
、

厳
し
い
現
実
を
知
ら
せ
る
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

今
後
も
シ
カ
の
問
題
に
関
す
る
知

見
を
積
極
的
に
提
供
し
、
皆
さ
ま
か

ら
の
意
見
を
活
か
し
て
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

（
担
当
＝
企
画
調
整
室
）

【
沖
縄
森
林
管
理
署
】
西
表
島
に

あ
る
竹
富
町
立
大
原
小
学
校
か
ら
の

要
請
を
受
け
、
全
校
児
童
45
人
を
対

象
に
植
物
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
大

原
森
林
事
務
所
の
加
島
幹
男
首
席
森

林
官
が
講
師
と
な
り
イ
ヌ
ビ
ワ
の
仲

間
を
中
心
に
植
物
の
特
徴
や
生
育
す

る
自
然
環
境
を
説
明
。
児
童
ら
は
ギ

ラ
ン
イ
ヌ
ビ
ワ
な
ど
の
幹
生
果
・
無

花
果
、
コ
バ
チ
に
よ
る
受
粉
、
オ
オ

コ
ウ
モ
リ
に
よ
る
種
子
散
布
に
興
味

を
示
す
な
ど
、
有
意
義
な
講
話
と
な

り
ま
し
た
。
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加島首席森林官から説明を受ける児童＝沖縄

市
房
山
を
仰
ぎ
見
る
球
磨
の
地
、

紙
す
き
を
生
業
と
す
る
家
に
生
を
受

け
た
。

幼
少
の
頃
の
最
初
の
感
動
は
、
眼

前
の
小
径
を
一
挙
に
30
台
程
の
車
輌

が
ヒ
ノ
キ
等
を
満
載
し
、
降
り
て
く

る
光
景
で
あ
っ
た
。
思
い
出
の
多
く

は
、
ワ
ラ
ビ
や
ア
ケ
ビ
獲
り
、
コ
ジ

イ
の
実
拾
い
、
そ
し
て
幼
な
じ
み
と

の
「
住
み
家
造
り
」
等
、
山
中
で
の

遊
び
で
あ
る
。
祖

父
に
連
れ
ら
れ
紙

の
原
材
料
で
あ
る

ミ
ツ
マ
タ
や
炭
の

原
木
切
り
に
同
行

も
し
た
。
人
吉
・

球
磨
の
地
は
近
代
化
が
如
何
に
進
展

し
よ
う
と
も
、
農
業
と
林
業
が
主
産

業
で
あ
る
。

平
成
４
年
、
本
校
に
最
初
の
赴
任

を
し
、
林
業
科
を
担
任
し
た
。
そ
の

頃
の
衝
撃
は
、
活
字
に
は
で
き
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
関
係
者

の
御
努
力
に
新

た
な
胎
動
を
感

じ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
、
環

境
教
育
の
普
及
に
よ
る
林
業
教
育
の

再
認
識
で
あ
る
。
全
生
徒
が
演
習
林

に
出
か
け
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
上
で

木
の
香
り
を
楽
し

み
、
音
を
聴
き
生

命
を
確
認
し
て
い

る
。
中
学
生
へ
の

体
験
活
動
に
も
開

放
し
て
い
る
。

２
つ
目
が
、
森

林
の
新
た
な
る
学

校
教
育
へ
の
波
及
で
あ
る
。
シ
イ
タ

ケ
栽
培
や
炭
焼
き
に
留
ま
ら
ず
、
材

を
活
用
し
た
新
た
な
製
品
開
発
を
し

て
い
る
。

３
つ
め
が
、
民
間
団
体
「
球
磨
林

業
奨
学
会
」
に
よ
る
林
業
を
志
す
生

徒
ら
へ
の
支
援
で
あ
る
。
こ
の
51
年

間
に
１
５
０
人
も
の
生
徒
に
奨
学
金

を
贈
り
続
け
ら
れ
、
今
年
、
熊
本
日

日
新
聞
「
緑
の
リ
ボ
ン
賞
」
を
受
賞

さ
れ
た
。

最
後
に
、
政
府
が
推
進
す
る
「
林

業
再
生
を
狙
っ
た
方
針
の
転
換
」
が

あ
る
。
公
共
施
設
を
整
備
す
る
際
、

原
則
と
し
て
木
造
建
築
と
す
る
基
本

方
針
で
あ
る
。
ま
た
、
備
品
や
暖
房

機
具
の
燃
料
に
木
材
を
利
用
す
る
こ

と
も
求
め
て
い
る
。
「
エ
コ
木
材
減

税
」
等
の
施
策
措
置
も
一
考
の
余
地

が
あ
る
と
思
う
が
。

喜
ば
し
い
傾
向
で
あ
る
。
学
校
現

場
は
、
有
為
な
人
材
育
成
と
新
た
な

教
材
開
発
、
林
業
を
中
心
に
し
た
さ

ら
な
る
環
境
教
育
の
推
進
等
に
邁
進

し
て
い
く
。

現地で説明を聞くモニター会議参加者の皆さん

校 長

池本 一生さん

熊本県立南陵高等学校



【
都
城
支
署
】
霧
島
国
有
林
で
、

都
城
市
立
今
町
小
学
校
５
年
生
に
森

林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
達

は
、
２
班
に
分
か
れ
樹
皮
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
と
保
育
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

樹
皮
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
は
、
問
題
シ
ー

ト
の
樹
木
と
葉
っ
ぱ
の
特
徴
や
写
真

を
基
に
、
解
答
用
紙
に
樹
種
名
を
記

入
す
る
も
の
。
児
童
ら
は
答
え
合
わ

せ
で
正
解
が
出
る
と
声
を
挙
げ
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
体
験
林
業
で
は
初
め

て
使
用
す
る
鋸
に
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
挽
い
て
い
ま
し
た
が
木
が
倒
れ
る

と
、
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
児
童
か
ら
、
「
普
段
出

来
な
い
活
動
や
体
験
が
出
来
て
有
意

義
な
時
間
で
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
野
裕
さ
ん
、

岡
崎
和
代
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
日

向
市
立
財
光
寺
南
小
学
校
５
年
生
の

児
童
64
人
を
対
象
に
「
お
届
け
講
座
」

を
開
き
ま
し
た
。
当
講
座
は
平
成
14

年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
今
回
で
８

回
目
。
児
童
ら
は
ス
ラ
イ
ド
を
見
な

が
ら
、
森
林
の
役
割
や
森
林
・
林
業

の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

木
の
名
前
当
て
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
丸
太
切
り
体
験
や

樹
木
の
名
前
や
特
徴
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
丸
太
切
り
は
初
め
て
鋸
を

手
に
す
る
児
童
も
多
く
、
一
生
懸
命

挑
戦
し
、
切
っ
た
後
の
満
足
顔
が
何

と
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
屋
久
島
森
林
管
理
署
】
屋
久
島

で
問
題
と
な
っ
て
い
る
ヤ
ク
シ
カ
に

よ
る
農
林
業
被
害
お
よ
び
生
態
系
被

害
の
防
止
を
目
的
と
し
て
屋
久
島
森

林
管
理
署
、
屋
久
島
町
、
上
屋
久
・

屋
久
町
両
猟
友
会
は
シ
カ
捕
獲
を
効

率
的
に
進
め
る
た
め
の
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
10
月
13
日
の
調
印
式
に
は
、

各
機
関
の
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
複
数
の
機
関
が
連
携
し
た

取
り
組
み
は
、
九
州
で
は
初
め
て
で

あ
り
、
今
後
は
シ
カ
捕
獲
作
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
等
の
声
を
積

極
的
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
屋
久
島

の
よ
り
よ
い
森
づ
く
り
に
努
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
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私
は
、
長
崎
県
で
国
有
林
の
モ
ニ

タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
登
山
を
始
め

て
40
年
に
な
り
、
県
内
で
山
歩
き
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

私
達
の
会
で
は
、
平
成
10
年
か
ら
、

毎
月
一
回
清
掃
登
山
を
行
っ
て
お
り
、

会
独
自
の
チ
ラ
シ
を
つ
く
り
、
「
国

有
林
を
大
切
に
、
自
然
を
次
世
代
の

た
め
に
美
し
く
残
し
ま
し
ょ
う
と
」

呼
び
か
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
雲
仙
山
系
、
多
良
山
系
の
国
有

林
に
は
、
最
近
、
登
山
者
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
大
量
の
ゴ
ミ
が
捨
て

ら
れ
、
ま
た
、
木

の
枝
が
折
ら
れ
て

い
る
な
ど
、
登
山

者
の
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
て
い
な
い
の

は
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

国
有
林
に
は
、
災
害
の
防
止
や
、

森
林
と
人
と
の
共
生
林
と
し
て
も
大

切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
森
林
と
、

も
っ
と
身
近
に
接
し
て
い
く
こ
と
で
、

森
林
の
役
割
や
働
き
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
県
民
一
人
一
人
が

横
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
深
く
も
っ

て
ほ
し
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
長
崎
県

に
も
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
指
標
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
が
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
森
林
を

守
り
、
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
大

き
な
義
務
で
あ
り
、
責
任
だ
と
思
い

ま
す
。

現
在
、
私
は
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
、
県
内
各
地
の
登
山
愛
好
者

や
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
、

森
林
サ
ー
ク
ル
の
方
達
に
、
毎
月
、

訪
問
し
な
が
ら
国
有
林
に
対
す
る
意

見
交
換
な
ど
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

最
後
に
、
長

崎
県
内
も
シ
カ

に
よ
る
被
害
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
関
係
機

関
に
は
、
今
後
の
調
査
、
対
策
に
万

全
を
期
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

（
長
崎
県
長
崎
市
在
住
）

真剣に問題シートに取り組む児童＝都城

丸太切り体験に挑戦する児童＝宮崎北部

調印式に参加した関係者＝屋久島

藤原 義博さん



10
月
28
日
、
森
林
管
理
局
長
室
に

お
い
て
平
成
22
年
度
の
国
有
林
材
販

売
協
力
者
に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
度
の
一
般
競
争
入
札

な
ど
高
額
買
受
者
５
社
を
招
い
て
行
っ

た
も
の
で
、
沖
修
司
局
長
が
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
局
長
は
「
皆
さ
ま
の
ご

協
力
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
森

林
・
林
業
・
木
材
業
界
に
と
っ
て
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今

後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
・
ご
繁
栄
を

お
祈
り
し
ま
す
」
と
受
賞
者
に
謝
意

を
述
べ
ま
し
た
。

な
お
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

吉
田
産
業

合
資
会
社

代
表
社
員

吉
田
利
生

木
脇
産
業

株
式
会
社

代
表
取
締
役

木
脇
義
貴

新
産
住
拓
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

小
山
幸
治

有
限
会
社
多
賀
林
業

代
表
取
締
役

多
賀
美
和

有
限
会
社
中
石
林
業

代
表
取
締
役

中
石
健
二

（
担
当
＝
販
売
課
）

【
宮
崎
森
林
管
理
署
】
小
林
市
交

通
安
全
協
会
お
よ
び
小
林
警
察
署
か

「
交
通
安
全
功
労
団
体
」
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
区
住
民

な
ど
か
ら
、
森
林
事
務
所
の
塀
で
見

通
し
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
改
良
が
で

き
な
い
か
と
の
要
請
が
あ
り
、
小
林

警
察
署
と
立
合
の
も
と
早
急
に
塀
の

改
良
を
行
い
、
交
通
安
全
の
確
保
に

努
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
受
賞

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
五
ヶ

瀬
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場
周
辺
に
お

い
て
、
五
ヶ
瀬
町
内
の
小
学
生
を
対

象
に
お
届
け
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

標
高
１
６
０
０
㍍
の
現
地
は
、
肌
寒

い
中
で
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
が
、

児
童
ら
は
息
を
切
ら
し
な
が
ら
ノ
コ

を
引
い
た
り
、
ミ
ズ
メ
の
匂
い
に
驚

い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
シ

カ
の
食
害
や
向
山
の
歴
史
な
ど
の
講

師
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た

【
佐
賀
森
林
管
理
署
】
神
埼
市
立

脊
振
小
学
校
５
・
６
年
生
の
森
林
教

室
を
脊
振
山
国
有
林
の
「
遊
々
の
森
」

で
行
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に
児
童
ら

は
、
森
林
が
ダ
ム
で
あ
る
こ
と
を
署

員
が
森
林
の
土
と
水
と
を
用
い
た
実

験
に
よ
り
学
習
。
次
に
、
ス
ギ
林
で

は
、
胸
高
直
径
と
樹
高
を
測
定
す
る

森
林
調
査
を
体
験
。
ま
た
、
ヒ
ノ
キ

林
で
は
保
育
間
伐
の
伐
倒
を
見
学
し

ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
、
森
林
が
ダ

ム
の
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
や
山
の

仕
事
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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釣
り
、
と
い
う
と
プ
ロ
級
の
方
々

が
沢
山
お
ら
れ
る
な
か
小
声
に
な

り
ま
す
が
、
最
近
は
船
釣

り
、
と
い
っ
て
も
乗
合
船

で
は
な
く
、
手
漕
ぎ
ボ
ー

ト
で
の
海
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
休
日
の
朝
、
ぶ
ら
り
と
海
辺

の
ボ
ー
ト
屋
に
行
っ
て
ボ
ー
ト
を

借
り
、
両
手
に
オ
ー
ル
を
握
っ
た

ら
も
う
自
分
が
「
船
長
」
で
す
。

颯
爽
と
大
海
原
に
向
け
て
漕
ぎ
出

し
（
た
い
て
い
す
ぐ
に
息
切
れ
す

る
の
で
す
が
）
、

青
い
空
と
海
の
ま
っ
た
だ
中
、
適

当
な
仕
掛
け
に
適
当
に
餌
を
付
け

て
ボ
チ
ャ
ン
と
投
下
。
あ
と
は
お

魚
さ
ん
次
第
で
す
。
誰
の
指
示
も

な
い
代
わ
り
に
誰
の
目
も
な
い
の

が
い
い
と
こ
ろ
。
場
所
決
め
も
釣

り
方
も
全
部
自
己
流
・
自
己
責
任

の
気
楽
な
釣
り
で
す
。
釣
れ
な
い

時
は
ご
ろ
ん
と
昼
寝
も
ま
た
楽
し
。

適
度
な
運
動
と
、
何
よ
り
海
の
広

さ
と
開
放
感
は
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
も
最
適
で
す
。
（
た
だ
し

強
風
時
の
出
航
だ
け
は
禁
物
で
、

そ
れ
は
も
う
大
変
な
目
に
遭
い
ま

す
。
）
九
州
の
海
に
は
貸
し
ボ
ー

ト
が
少
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、

湖
や
池
で
の
ボ
ー
ト
に

も
ま
た
違
っ
た
良
さ
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

今
度
の
休
日
、
ご
家
族
・
友
人
と

ワ
イ
ワ
イ
、
恋
人
と
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
に
、
お
一
人
で
ス
ト
イ
ッ
ク
に
、

ボ
ー
ト
遊
び
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

（
企
画
調
整
室
長

城
風
人
）

感謝状を手に喜びの皆さん

交通安全功労団体を受賞＝宮崎署肌寒い中での話しに熱心な子供ら＝宮崎北署

保護具を着用し熱心に聞き入る児童＝佐賀署



10
月
17
日
、
監
物
台
樹
木
園
み
ど

り
の
交
流
館
に
お
い
て
、
平
成
22
年

度
第
４
回
実
践
・
公
開
講
座
「
草
木

染
め
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
34
人
の
受
講
生
は
、
九

州
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会
の
廣

瀬
三
重
子
さ
ん
の
指
導
の
下
、
タ
マ

ネ
ギ
の
皮
（
金
茶
色
）
や
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
（
黄
色
）
、
ロ
グ
ウ
ッ

ド
（
薄
紫
色
）
、
ス
オ
ウ
（
レ
ッ
ド
）

を
原
料
に
草
木
染
め
に
挑
戦
し
ま
し

た
。「

ど
ん
な
色
に
染
ま
る
の
だ
ろ
う
？
」

と
初
心
者
は
１
種
類
染
め
に
、
経
験

者
は
２
種
類
染
め
に
と
、
各
自
で
選

ん
だ
ハ
ン
カ
チ
や
ス
ト
ー
ル
に
箸
を

挟
ん
だ
り
、
輪
ゴ
ム
や
紐
で
絞
っ

た
り
し
て
模
様
を
作
り
、
染
料
作
り

や
染
め
、
色
落
ち
を
防
ぐ
た
め
の
媒

染
液
作
り
な
ど
一
連
の
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
。

完
成
し
た
作
品
を
持
ち
よ
り
、
ロ
ー

プ
に
飾
っ
て
み
ん
な
で
観
賞
し
ま
し

た
。「

何
度
染
め
て
も
楽
し
い
。
次
回

は
麻
の
ス
ト
ー
ル
で
染
め
て
み
た
い
」

な
ど
色
鮮
や
か
に
染
ま
っ
た
作
品
を

手
に
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、

草
木
染
め
の
奥
深
さ
と
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
え
た
楽
し
い
講
座
と
な
り
ま

し
た
。

（
担
当
＝
指
導
普
及
課
）

【
宮
崎
森
林
管
理
署
】
10
月
15
日
、

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
依

頼
に
よ
り
、
ラ
オ
ス
か
ら
の
研
修
生

５
人
が
「
綾
の
照
葉
樹
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。
午
前

中
は
綾
の
照
葉
樹
林
文
化
館
に
お
い

て
、
工
藤
篤
署
長
が
講
義
。
午
後
か

ら
は
現
地
の
綾
プ
ロ
エ
リ
ア
で
、
森

林
復
元
の
た
め
の
間
伐
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
研
修
生
か
ら
は
、
「
森
林

の
大
切
さ
や
、
森
林
を
復
元
す
る
課

程
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
参
考

に
な
っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
ラ
オ

ス
で
も
活
か
し
た
い
」
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
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朝
夕
も
冷
え
込
む
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
暦
の
上
で
は
冬
を
迎
え

て
い
ま
す
▼
季
節
の
変
わ
り
目
は
、

気
温
の
変
化
な
ど
で
、
体
調
を
崩
し

や
す
い
人
も
い
ま
す
。
寒
さ
も
厳
し

く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
流
行
し

て
く
る
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。

昨
年
は
大
流
行
し
ま
し
た
。
今
年
も

ま
た
大
流
行
す
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
早
め
に
対
策
を
と
り
、
感
染

し
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
▼

昨
年
は
、
優
性
順
位
で
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
は
希
望
を
す
れ
ば
誰
で

も
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
流

行
に
備
え
、
予
防
接
種
を
行
っ
た
り
、

日
常
生
活
で
は
、
人
混
み
を
避
け
た

り
、
外
出
後
の
う
が
い
・
手
洗
い
、

栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
る
な
ど
、

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
感
染
し
な
い

よ
う
に
し
て
こ
の
冬
を
乗
り
切
り
た

い
で
す
▼
私
事
で
す
が
、
昨
年
９
月

か
ら
出
産
・
育
児
で
休
ん
で
い
ま
し

た
が
、
今
月
か
ら
復
帰
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
の
間
、
仕
事
か
ら
離
れ
て

い
た
の
で
復
帰
初
日
は
浦
島
太
郎
で

は
な
く
浦
島
花
子
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
育
児
と
仕
事
を
両
立
さ

せ
な
が
ら
、
ま
た
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
よ
う
な
広
報
紙
を
作
成
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
（
恵
）

メ
ギ
は
山
地
や
丘
陵
に
普
通
に
見

ら
れ
る
棘
の
あ
る
小
さ
な
葉
の
多
い

落
葉
低
木
で
す
。
幹
が
多
数
出
て
い

る
こ
と
も
特
徴
で
す
（
身
近
な
メ
ギ

科
の
植
物
は
、
庭
先
で
観
察
で
き
る

ナ
ン
テ
ン
で
す
）
枝
や
葉
の
付
け
根

に
葉
が
変
化
し
た
棘
が
多
数
出
て
い

ま
す
。
観
察
す
る
と
き
に
は
棘
に
注

意
で
す
。

葉
は
単
葉
で
す
が
写
真
の
よ
う
に

短
い
枝
は
束
生
し
ま
す
が
、
長
い
枝

は
互
生
し
ま
す
。
名
前
は
、
メ
グ
ス

リ
ノ
キ
と
同
じ
よ
う
に
、
昔
、
葉
や

幹
の
部
分
を
煎
じ
て
目
薬
に
使
っ
た

こ
と
か
ら
メ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
棘
が
多
い
こ
と
か
ら
「
と
り

と
ま
ら
ず
」
（
倉
田
悟

植
物
と
民

俗
）
「
こ
と
り
と
ま
ら
ず
」
（
森
林

家
必
携
）
の
名
前
も
あ
り
ま
す
。

メ
ギ
は
ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ズ
や
オ
オ
バ

メ
ギ
と
似
た
植
物
で
す
が
、
メ
ギ
は

前
年
枝
に
稜
と
溝
が
あ
り
葉
は
全
縁
、

オ
オ
バ
メ
ギ
は
前
年
枝
に
稜
や
溝
が

な
い
、
ヘ
ビ
ノ
ボ
ラ
ズ
は
葉
に
鋸
歯

が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
区
別
で
き
ま
す
。
メ
ギ
は
樹
木
園

の
中
央
付
近
、
東
側
で
観
察
で
き
ま

す
。

色鮮やかに染まった作品を手に喜ぶ受講生

間伐を体験するラオスの研修生＝宮崎


